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商品価格などの上昇を背景に、近年、資源国通貨が

 

注目されています。資源国通貨とは、オーストラリア・

 

ドル、ブラジル・レアル、南アフリカ・ランドなど、主要

 

輸出品目が第一次産品であり、経済自体が、商品価

 

格の変動の影響を受けやすい国の通貨です。

 

そのため、資源国通貨の動きも商品相場にある程度

 

連動する傾向があるといえます。

例えば、ブラジル・レアルと商品価格の推移（図1）か

 

らも、そうした傾向を見ることができます。
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資源国通貨の特徴的な動き

楽読

 

（ラクヨミ）
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※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

ブラジル・レアル（対円）と商品価格

（2003年1月第1週～2010年11月第3週）（円）

図1

オーストラリア・ドル（対円）と政策金利
（円）
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南アフリカ・ランド（対円）とVIX指数図3

また、資源国では、商品価格の上昇などによって国

 

内のインフレ率が高く、金利も上昇しやすいことか

 

ら高金利の国が多くなっています。資源国における

 

政策金利の引上げによって、海外から資金が流入

 

しやすく、通貨を支える要因となっています。

特に、オーストラリアにおいては、通貨と政策金利

 

に似通った動きが見られています（図2）。

（円）

一方、世界経済や金融市場が不安定になってくると、

 

商品価格が軟調に推移しやすいことや、リスクを取っ

 

て金利差を狙う取引が敬遠される傾向にあることか

 

ら、資源国通貨は売られやすくなります。特に、流通

 

規模が相対的に小さい通貨は、そうした影響を受け

 

やすく、通貨が大きく変動しやすいといえます（図3）。

商品価格の動きと相俟って、資源国通貨はそれぞれ

 

に関連した動きをしているものの、その他の要因にも

 

影響を受けています。そのため、そうした要因を踏ま

 

え、様々な視点で通貨の動きを見ておく必要があり

 

そうです。

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）■上記は、資源国通貨の特徴の一例を示したものです。
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※矢印は投資家の不安の度合い

※商品価格は、ロイター・ジェフリーズCRB指数

※VIX指数は、S&P500を対象と

 

するオプション取引の値動きをもと

 

に算出・公表されており、投資家

 

の不安心理を示すとされる指数。
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（2003年1月第1週～2010年11月第3週）


	スライド番号 1

